
























(尚、拙訳は一次史料Laing, David, ed. (1895), 
The Works of John Knox, vol.4 Edinburgh,pp.481
－491の訳であるが、以下を参照した。
Selected Writings of John Knox,Presbyterian 
Heritage Publications,1995,pp.473-489 






















The Reformation Pamphlets by John Knox (2)
― スコットランド貴族と身分制議会に提出された、司教と
カトリック聖職者により宣告された判決に対するアペレイション（２）―
The Appellation from the Sentence Pronounced by the Bishops and 


































































































































































































































































































































































10） 律法の書を指す。 11） 歴代誌下　29章５～ 11節を参照。
─ 88 ─
環境と経営　第22巻　第１号（2016年）
りはっきりと、すべてのイスラエルに、また、
エフライムとマナセに書簡で述べ、この大意
の書簡をもった使者の手によって、伝えられ
たのです。すなわち、「イスラエルの人々よ、
アブラハム、イサク、イスラエルの神、主に
立ち帰れ。そして、そうすれば、主は、アッ
シリアの王の手を免れて生き残った人々のと
ころに帰って下さる。先祖の神、主に背いた
あなた方の父たちや、兄弟たちのようになっ
てはならない。あなた方が見るとおり、主は
彼らを孤独にさせた。強情になってはいけな
い。しかし、あなた方は主と約束し、主の聖
所に立ち帰り、主に仕えなさい。あなた方が、
そうすれば、主は、捕らえられているあなた
方の息子たちや娘たちに憐れみを示すであろ
う。なぜなら、主は懇願されれば、憐れみを
示し、寛大であるから。12）」と。こうして、
ヒゼキヤは、書簡と使者によって、神から堕
落した民に合法的な王が統治するユダばかり
でなく、他の王に服従しているイスラエルに
おいても後悔の念をおこしたのです。そして、
邪悪なものたちによって彼の使者はあざ笑わ
れたこともあったが、しかし、彼らは、正当
な罰が行われていなかったのであり、（サマリ
アが滅ぼされてそして、イスラエルは、シャ
ルマナサルによって捕らえられてから、６年
内にではあるが）、熱心なヒゼキヤ王は、神
の完全な命令のため、宗教を回復し、すべて
の忌むべきものを取り除くという彼の義務を
遂行することを決して、やめなかったのです。
　同様のことがヨシアについてもわかります
が、ヨシアは、宗教を回復しようとしたばか
りでなく、さらに、長い間残っていたすべ
ての偶像崇拝の記念物を破壊しました。それ
は、－彼について書かれていますが－律法の
書が見つけられた後、彼は、女預言者フルダ
の所に行って尋ねました。王は、人を遣って、
ユダとエルサレムのすべての長老を集めまし
た。そして、主の神殿に立って、契約を結び、
彼は老いた者から、若い者まで、すべての民
が、主に従って歩き、心を尽くし、魂を尽く
して、主の法と定めと掟を守り、そして、彼
らが、この神の書に書かれた事を何でも、認
めることを誓わせたのです13）。彼は、さらに、
大祭司ヒルキヤと次席祭司たちに命じて、主
の神殿からバアルのために作られた祭具類す
べてを運び出させ、そして、彼はそれを焼き、
その灰をベテルに持っていかせました。彼は、
さらに、偶像崇拝のすべての記念物を壊し、
そのうえ、ソロモンの時代から残っていたも
のでさえも壊したのでした。彼はそれらを焼
き、それらを粉々に砕いて灰にし、そして一
部をキドロンの谷に振りまき、また一部を偶
像崇拝者たちの墓に播いたのです。偶像崇拝
者たちが以前ささげ物をした祭壇、それはユ
ダばかりでなく、ヤラベアムが偶像を建てた
ベテルにおいても、その祭壇で偶像崇拝者た
ちの骨を焼いたのです。そのうえ、彼はさら
に、進んで、偶像崇拝者であり、民をだまし
ていた高位の祭司たちを殺したのである。－
私は言いたいのですが－彼は彼らを殺し、そ
して、彼らの骨を彼ら自身の祭壇で焼き、そ
してエルサレムは立ち帰ったのです。この改
革は、ヨシアによって為され、そして、その
ため、聖霊のこの証明を得たのであります。
彼の前にも彼の後にも、モーセの律法に従っ
て、魂を尽くし、力を尽くして、主に立ち帰っ
た、そのような王はおりません。
　歴史から見ますと、すべての点において宗
教の改革は、偽教師たちを処罰することを
伴っていて、そして世俗の行政官の権力に属
していることが明かであります。なぜなら、
神が彼ら14）を必要としていて、神の正義の故
に、責任と権威を持つことを必要であって、
そして神は、彼らを承認し、また、神は、熱
心で真摯な心を持って、主の神殿や聖所を浄
めることを企てている全ての者を承認しない
ではいられないのであります。前に述べまし
たように、すなわち、神は彼らを必要とし、
非常に入念に彼らは、神の法、定めと儀式を
守るべきなのです。そして、彼らの実際が神
にいかに気に入られるかは、神が神自身証言
するのであります。というのは、ある者には、
12） 歴代誌下　30章６～９節を参照。
13） 列王記下　23章を参照。
14） 行政官のこと。
ジョン・ノックスによる宗教改革文書（2）
─ 89 ─
神は人の手なしに、非常に顕著な勝利を与え、
そして彼らの絶体絶命の時に、神は、彼らを
特別に顧みられ、超自然的なしるしを表すの
であります。そして、他の者には、神は、王
国を確立させ、彼らの敵たちは彼らに屈服す
るようにさせるのです。そして、神は、全て
の名を命の書に書き込むばかりでなく、彼ら
の時代から全ての子孫の祝された記憶として
書き込まれるのであります。また、それは主
イエスの来られるまで続き、主イエスは、永
遠の王として彼らに報いるだけでなく、意志
を行い、この腐敗した時代の人々の真ん中に
あって、天の父なる神の栄光を促進すること
を偽ることなくなされる方なのです。そのこ
とについて考慮して、主よ、－すべての遅停
は別にしておいて－貴方方の支配や領域内
での宗教の改革を貴方方は用意すべきなので
す。そして、今、この国は非常に堕落してい
るので、キリストの機関のどこにも本来の純
粋性が残っていないのです。ですから、早急
に貴方方は、宗教を改革する準備をすること
が必要であり、さもないと、貴方方が、貴方
方の臣民に対する愛がないばかりでなく、貴
方方自身の救いに与ることも、神の恐れや神
の崇敬もなく生きることを告白することにな
るのであります。
　簡単に貴方方が何も属していないことに触
れる前に、これらの歴史について、２つのこ
とを考えてみましょう。まず、貴方方は、ユ
ダヤ人でなく異邦人であり、二番目に貴方方
は、王ではなく、貴方方の王国の貴族であり
ます。しかし、だまされてはなりません。と
いうのは、両者とも、神の御前で貴方方の義
務を果たすことを免れてはいないのです。と
いうのは、律法の時代において、真の宗教を
守る事に関して、神はイスラエルあるいは、
ユダにおいて世俗行政官を必要とし、同様に
福音書の時代、キリスト・イエスを告白する
ことに関して、合法的行政官を必要としまし
たが、このことは、実際、確かなことなのです。
聖霊はダビデの口によって次のことを私たち
に教えてきました。つまり、（詩篇２編であり
ますが）「教えを受けよ、あなた方は、子に口
づけせよ、そして、主が怒って、道を失うこ
とがないように、あなた方は、地を治めよ。」
と。この勧告は、律法の下の裁きにだけ言わ
れたものではなく、福音書の時代、地位ある
者全てを含んでいるのであって、詩篇はその
敵が最初非常に激しく、責め、敵たちの怒り
を表し、虚栄心をもってあざけった神の王国
を、その時、キリスト・イエスは支配し、戦っ
たのであります。そして、王や裁判官たちは、
自分自身をすべての律法や服従から自由にな
ることを思い、盲目的に激怒したことを悔い
ることを命じ、そして、裁判官は教えを受け
る義務があるのであります。最後に、恐れの
中ですべて者は、永遠なる方に仕えることを
命じられ、恐れつつ、神の御前で喜び、子に
口付けし、すなわち、神に対して、非常に謙
遜して服従することを命じられるのでありま
す。それで、統治者、行政官、裁判官は、今
やキリストの王国の中にあって、かつて律法
の下にあった者に劣らないほど、服従する義
務があることは、明らかなことなのです。
《この先の訳は次号に続く予定》
＊ 尚、拙文のカギ括弧《　》は拙著が補足し
たものである。

